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く施行さオ｢て来た.

我 々はこれを反省し,胆道(け下流ミニ太い斗∴1-7Jを挿

Åするよりヶ胆道の上流に細い ドレナージチ註-プを挿

Åした方がより合併症を少なくすると考え,昨年よりT-

チごま--プを廃止LRTBD チュ-プに変換 し18例をこ試み

た.

まで(77口数が平均1(1日.退院~Ft-てLY)f】数が平均12日短縮

され良好な結果を得た.

1例に適確結I71を射二が l'rrCSにて採llした.今後

症例を豊ねて両度報告する予定である.

5)粘液産生性肝内胆管腫癌の 且例
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症例は56才男性.額症状で受けた入間 ドックで肝藤癌

を疑わ,1,L当村に入院した.超音波検査で肝左葉 LTmbiliLTこll

portion付近LT)拡張した肝内胆管内に突出サる highLtlhoic

massと莱楠側肝内胆管および総胆管の拡張を認め ERC

では乳頭開口部の関大と同部からの粘液の流と払 隠胆管

から左肝内胆管内にかけて透亮像を認めた.経十二指腸

的胆道鏡で B頚分岐後の左枝肝内胆管内に白色調で乳

頭状を望する隆起性病変を認め擦過細胞診で ClassⅣ

(腺癌の験し弓 が得られた為,粘液産生を伴う肝内胆管

癌と考え肝左葉切除鮪を施行 し高分化型腺癌の診断を得

氏.粘液産生性肝内胆管癌は稀であり寮重な症例と考え

報告 した.

6)超音波内視鏡による胆嚢癌の診断
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1986年3月か i､〕1988勺-:-IOJlまでi･こ胆喪癌26例に超洋

渡内視鏡を施行し,病理組 織学的診断 の得られた16例に
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つき以下の結論を得た.a.体底部肝床側の病変の描出

をこぼ優れているが頭部や腹膜側の病変の描出をこぼ困難な

教練-細粒子状を望する例が多かったが,腰轟 内の胆石

度診断が可能であ1-､た.

7)無症状胆石経過観察中をこ発見 された胆 嚢 癌

症例の検討
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今回我利 豊無症状胆石経過観察中をこ発見された胆嚢癌

4例について臨床病理学的検討を行った.なお無症状胆

石の定義は腹痛など明らかに胆石をこよると思われる症状

が過去および現在まで山麓もなく,6カ月以上経過を確

認できた症例とした.昭和61年壕月から昭和62年7月ま

管,当院でuS により指摘された胆石は206例あり書
このうち無症状胆石は166例 (80.5%)をしめた.こ

の摘6例車種例 (2.4%)に癌の合併が指摘された.為

例とも隆起塾で画像で病変部が措出され 治癒切除が可

能であった.診断には US,ERCPが有用であり,検

査間隔は平均ま.3年であった.無症状胆石は-年以内の

定期検査が重要と考えられた.

8)胆嚢癌に尉す る勤注化学療法の検討
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6年間の胆嚢癌の切除率は3ま.5%拍7路弟 と低 く,

非切除37例では50%生存は3カノ凱 五年生存率は13.5

% (5/37)と不良である,非切除例をこ対する動注療法を

中心とする薬学的療法をこ-m ､て検討 したところ9各治療

軍閥に生存率の差を認めた.放射線療法は有周であるが,

13,2% (5/38)しか目標線量を達成できず単独では延

命効果をこ乏しかった.動注化学療法後に外部照射を餅潤

した群では5000生存は171]札 1年生存率は66.Ton上

良好でメトーた.また動注化療群の 1年生存率は22.200

千.jF動注群の5.300よりも延命効果を認机 上くに腫

癌血管の豊富な例では肝転移巣などの縮小を認めた.近

年平ERBD などをこより減寮が容易となってきており,


